
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）ポリカーボネート樹脂１０～９０重量部と、（Ｂ）下記方法にて得られるゴム強化
スチレン系樹脂９０～１０重量部からなる熱可塑性樹脂組成物。
（Ｂ）ゴム強化スチレン系樹脂：下記の共重合体（Ｂａ）２０～９５重量％とグラフト共
重合体（Ｂｂ）８０～５重量％とからなる。
（Ｂａ）下記の成分からなる共重合体
（Ｂａ１）芳香族ビニル単量体５０～９０重量％
（Ｂａ２）シアン化ビニル単量体１０～４０重量％
（Ｂａ３）アルキル（メタ）アクリレート単量体０～４０重量％
（Ｂａ４）Ｎ－置換マレイミド単量体０～４０重量％
（Ｂｂ）下記のグラフト共重合体
（Ｓ１）不飽和酸単量体１～３０重量％
（Ｓ２）メタクリル酸エステル単量体９９～７０重量％
（Ｓ３）上記（Ｓ１）、（Ｓ２）と共重合可能なエチレン性不飽和結合を有する単量体０
～３０重量％を共重合して調整した酸基含有共重合体ラテックスを、ポリブタジエンゴム
ラテックス１００重量部（固形分）に対して０．１～１０重量部（固形分）添加して肥大
して得られた平均粒子径０．１～２μｍの肥大化ゴムを１０～９０重量部に対して、
（Ｂｂ１）芳香族ビニル単量体
（Ｂｂ２）シアン化ビニル単量体
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（Ｂｂ３）アルキル（メタ）アクリレート単量体
からなる群から選ばれた少なくとも１種の単量体と
（Ｂｂ４）他の共重合可能なビニル単量体
（但し、Ｂｂ１～Ｂｂ４は下記式群を満たす。
１０≦Ｂｂ２＋（Ｂｂ３）／４≦４０
Ｂｂ４＝１００－Ｂｂ１－Ｂｂ２－Ｂｂ３
Ｂｂ２≧０、Ｂｂ３≧０
０≦Ｂｂ１≦９０、
０≦Ｂｂ４≦２０、以上、数字は重量％を示す。）
との混合物９０～１０重量部をグラフト重合して得られるグラフト共重合体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、耐衝撃性、耐熱性、加工性のバランスに優れた新規な熱可塑性樹脂組成物に関
し、更に詳しくは、小粒径ポリブタジエンゴムを肥大化して得られたゴム状重合体を用い
たスチレン系樹脂とポリカーボネート樹脂の混合物よりなる熱可塑性樹脂組成物に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
ポリカーボネート樹脂は、優れた耐熱性、耐衝撃性を有しているが成形性に劣るため、例
えばＡＢＳ樹脂（アクリロニトリルとスチレンの共重合体及びブタジエンゴムとの組成物
）とのアロイ化が行われている。このポリカーボネート樹脂とＡＢＳ樹脂との混合物は、
耐衝撃性、成形加工性のバランスに優れ、自動車内装部品やＯＡ機器部品等に広く用いら
れている。しかし、一般のＡＢＳ樹脂との混合物においては耐熱性が不充分であり、α－
メチルスチレンを共重合させたＡＢＳ樹脂との混合物が提案されている。この混合物にお
いては、耐熱性の向上が見られるものの、特に室温付近での耐衝撃強度の低下及び成形時
の熱安定性に劣ることが指摘されている。また、熱安定性と耐熱性を改善するために、Ｎ
－置換マレイミドを用いたＡＢＳ樹脂が開発されている。例えば特開昭６１－１４８２６
７ではこのＡＢＳ樹脂とポリカーボネートとの混合物が提案されているが、耐熱性、熱安
定性は従来のものより改善されるものの、耐衝撃性の低下が著しいという問題を抱えてい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、ゴム強化スチレン系樹脂とポリカーボネート樹脂との混合物からなる耐衝撃性
、耐熱性、成形加工性に優れた新規な熱可塑性樹脂組成物を提供するものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題の解決のため鋭意検討した結果、ポリブタジエンゴムを酸基含有
共重合体ラテックスを用いて肥大化させたゴム状重合体を用いることにより、耐衝撃性に
優れ且つ耐熱性、成形加工性、滞留熱安定性に優れた熱可塑性樹脂組成物が得られること
を見出した。
【０００５】
即ち、本発明は（Ａ）ポリカーボネート樹脂１０～９０重量部と、（Ｂ）下記方法にて得
られるゴム強化スチレン系樹脂９０～１０重量部からなる熱可塑性樹脂組成物を内容とす
るものである。
（Ｂ）ゴム強化スチレン系樹脂：下記の共重合体（Ｂａ）２０～９５重量％とグラフト共
重合体（Ｂｂ）８０～５重量％とからなる。
（Ｂａ）下記の成分からなる共重合体
（Ｂａ１）芳香族ビニル単量体５０～９０重量％
（Ｂａ２）シアン化ビニル単量体１０～４０重量％

10

20

30

40

50

(2) JP 3553665 B2 2004.8.11



（Ｂａ３）アルキル（メタ）アクリレート単量体０～４０重量％
（Ｂａ４）Ｎ－置換マレイミド単量体０～４０重量％
（Ｂｂ）下記のグラフト共重合体
（Ｓ１）不飽和酸単量体１～３０重量％
（Ｓ２）メタクリル酸エステル単量体９９～７０重量％
（Ｓ３）上記（Ｓ１）、（Ｓ２）と共重合可能なエチレン性不飽和結合を有する単量体０
～３０重量％を共重合して調整した酸基含有共重合体ラテックスを、ポリブタジエンゴム
ラテックス１００重量部（固形分）に対して０．１～１０重量部（固形分）添加して肥大
して得られた平均粒子径０．１～２μｍの肥大化ゴムを１０～９０重量部に対して、
（Ｂｂ１）芳香族ビニル単量体
（Ｂｂ２）シアン化ビニル単量体
（Ｂｂ３）アルキル（メタ）アクリレート
単量体からなる群から選ばれた少なくとも１種の単量体と
（Ｂｂ４）他の共重合可能なビニル単量体
（但し、Ｂｂ１～Ｂｂ４は下記式群を満たす。
１０≦Ｂｂ２＋（Ｂｂ３）／４≦４０
Ｂｂ４＝１００－Ｂｂ１－Ｂｂ２－Ｂｂ３
Ｂｂ２≧０、Ｂｂ３≧０
０≦Ｂｂ１≦９０、
０≦Ｂｂ４≦２０、以上、数字は重量％を示す。）
との混合物９０～１０重量部をグラフト重合して得られるグラフト共重合体。
【０００６】
本発明に使用されるポリカーボネート樹脂（Ａ）は、熱可塑性芳香族ポリカーボネートが
好ましく、更に２価フェノール化合物とホスゲン、又は炭酸ジエステルの反応により製造
される芳香族ポリカーボネートが好ましい。上記２価フェノール化合物としては、特に２
，２－ビス（４－ヒドロキシルフェニル）プロパン、いわゆるビスフェノールＡ等のビス
フェノール類、ハイドロキノン、４，４－ジヒドロジフェニル、ビス（４－ヒドロキシル
フェニル）スルフィド、ビス（４－ヒドロキシフェニル）スルホン、ビス（４－ヒドロキ
シフェニル）ケトン等の化合物が挙げられる。これらの２価フェノール化合物からなるホ
モポリマー、又は２種以上からなるコポリマー、あるいは、これらのブレンド物のいずれ
であってもよい。
【０００７】
ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）における共重合体（Ｂａ）の芳香族ビニル単量体（Ｂａ１
）としては、スチレン、α－メチルスチレン、メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ク
ロルスチレン等が例示され、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。使用量
は５０～９０重量％であり、５０重量％より少ない場合は流動性が低下し、９０重量％よ
り多い場合は耐衝撃性等の機械的特性が劣る。
【０００８】
シアン化ビニル単量体（Ｂａ２）としては、アクリロニトリル、メタアクリロニトリル等
が挙げられ、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。使用量は１０～４０重
量％であり、１０重量％より少ない場合は耐薬品性に劣り、４０重量％より多い場合は流
動性が低下する。
【０００９】
アルキル（メタ）アクリレート単量体（Ｂａ３）としては、メチル（メタ）アクリレート
、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）ア
クリレート等が挙げられ、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。使用量は
０～４０重量％であり、４０重量％より多い場合は耐衝撃性が低下する。
【００１０】
Ｎ－置換マレイミド単量体（Ｂａ４）としては、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－メチルマ
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レイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－プロピルマレイミド、Ｎ－イソプロピルマレイミ
ド、Ｎ－ブチルマレイミド、Ｎ－イソブチルマレイミド、Ｎ－ターシャリーブチルマレイ
ミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド等を挙げることができ、これらは単独又は２種以上
組み合わせて用いられる。使用量は０～４０重量％であり、４０重量％より多い場合は耐
衝撃性が低下する。
【００１１】
ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）におけるグラフト共重合体（Ｂｂ）において、酸基含有共
重合体ラテックスに用いられる不飽和酸単量体（Ｓ１）としては、アクリル酸、メタクリ
ル酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル、マレイン酸モノエステル、クロトン酸が例
示でき、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。好ましくはアクリル酸、メ
タクリル酸又はこれらの組み合わせである。
【００１２】
メタクリル酸エステル単量体（Ｓ２）としては、メタクリル酸と炭素数１～１２の直鎖或
いは側鎖を有するアルコールのエステルが使用され、メタクリル酸メチル、メタクリル酸
エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸２－エチルヘキシル
等が例示でき、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。
【００１３】
上記（Ｓ１）、（Ｓ２）と共重合可能なエチレン性不飽和結合を有する単量体（Ｓ３）と
しては、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレンのような芳香族ビニル単量
体、アクリロニトリル、メタクリロニトリルのようなシアン化ビニル単量体、アクリル酸
メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸２－エチルヘキシルのような
アクリル酸エステル或いはメタクリル酸アリル、ポリエチレングリコールジメタクリレー
ト、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソシアヌレート、トリメリット酸トリアリル
のような分子中に２つ以上の重合性の官能基を有するような単量体が挙げられる。これら
は単独又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００１４】
酸基含有共重合体ラテックス中に占める不飽和酸単量体（Ｓ１）の割合は、１～３０重量
％である。１％未満では実質的に肥大能がなく、３０重量％を越えると酸基含有共重合体
ラテックスの重合は不可能ではないが、凝塊物の生成や重合途中でのラテックスの増粘が
起こり、工業的な生産に適さない。
【００１５】
上記（Ｓ１）と共重合させる残りの単量体は、基本的にはメタクリル酸エステル単量体（
Ｓ２）であり、９９～７０重量％が使用される。但し、メタクリル酸エステル単量体の一
部をこれらと共重合可能なエチレン性不飽和結合を有する単量体（Ｓ３）に置き換えるこ
とが可能である。その量は０～３０重量％であり、３０重量％を越えると芳香族ビニル単
量体の場合は肥大能が低下して未凝集粒子が増加する。また、アクリル酸エステル単量体
の場合は肥大速度が速くなり、粒子径の制御がむずかしくなるので好ましくない。また分
子中に２つ以上の重合性の官能基を有するような単量体の場合は、０～３重量％の範囲で
使用されるべきであり、それを越えた場合は、肥大能が大幅に低下し未凝集粒子が増加す
るので好ましくない。
【００１６】
酸基含有共重合体ラテックスは、乳化重合で製造される。重合に使用する乳化剤は、主と
してスルホン酸系あるいは硫酸エステル系の乳化剤が用いられ、アルキルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム、パラフィンスルホン酸ナトリウム、ジアルキルスルホコハク酸ナトリウ
ム、アルキル硫酸ナトリウムなどが例示でき、これらは単独又は２種以上組み合わせて用
いられる。補助的にカルボン酸系の乳化剤が使用可能である。この種の乳化剤には高級脂
肪酸アルカリ金属塩、例えばオレイン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム、ステアリ
ン酸カリウム、ロジン酸のアルカリ金属塩、アルケニルコハク酸のアルカリ金属塩があり
、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。乳化剤の使用量は、０．２～４重
量部（対単量体１００重量部）である。乳化剤は重合初期に全量を一括仕込みしてもよい
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し、一部を初期に使用し、残りを重合中に間欠的にあるいは連続的に追加してもよい。乳
化剤の追加方法を変更することにより、酸基含有ラテックスの粒子系を調節することがで
きる。
【００１７】
重合開始剤は、熱分解型の開始剤やレドックス型の開始剤のいずれも使用可能であり、両
者の併用も可能である。前者の具体例は、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム等が挙げ
られ、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いられる。後者は、クメンハイドロパー
オキサイド－ナトリウムホルムアルデヒドスルホキシレート－鉄塩等の系が挙げられる。
重合開始剤も、重合初期に全量を一括仕込みしてもよいし、一部を初期に使用し、残りを
重合中にあるいは連続的に追加してもよい。
分子量を調節するためにｔ－ドデシルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン、ターピ
ノーレンのような連鎖移動剤を使用することもできる。
【００１８】
酸基含有共重合体ラテックスの重合に際し、単量体混合物は、重合初期に全量を一括仕込
みしてもよいし、一部を初期に仕込み、残りを重合中に間欠的にあるいは連続的に追加し
てもよいし、全量を重合中に間欠的にあるいは連続的に追加してもよい。単量体を追加し
て重合を行う場合、追加する単量体の組成は、常に同一組成である必要はない。重合初期
には、重合に供される単量体のうち不飽和酸を除く単量体の一部を追加して重合したのち
、次いで不飽和酸を含む残りの単量体を追加して重合を終了させることもできる。
【００１９】
凝集肥大処理に供されるポリブタジエンゴムラテックスは、乳化重合により製造される。
ゴムラテックスの必要な特性は、平均粒子径が１２０ｎｍ（０．１２μｍ）以下であるこ
とが望ましく、これ以上大きくなると肥大能力が大幅に低下し、実用的ではない。
肥大化処理は、酸基含有共重合ラテックスをゴムラテックス１００重量部（固形分）に０
．１～１０重量部（固形分）添加し、混合することで達成される。酸基含有ラテックスの
添加量が０．１重量部未満では実質的に凝集肥大が起こらない。また、その添加量が１０
部を越えても肥大粒子径は逆に小さくなり、物性的にも耐衝撃性の低下等の好ましくない
現象が生じる。
肥大に使用される酸基含有共重合体ラテックスの種類は１種に限定されない。肥大能の異
なる酸基含有共重合体ラテックスを２種類以上使用して、２山分布や幅広い粒子径分布を
有する肥大ゴムを得ることも可能である。
【００２０】
肥大処理は、２０～８０℃の温度範囲が好ましく、４０～７０℃の範囲がより好ましい。
酸基含有共重合体ラテックスはゴムラテックスの温度が肥大処理温度に到達した後添加す
ることもできるし、４０℃以下、好ましくは３５℃以下の温度でゴムラテックスに添加し
、攪拌しながら４０～７０℃まで昇温して肥大処理することもできる。また逆に酸基含有
共重合体ラテックスを予め仕込んだ容器にゴムラテックスを後から供給することができる
。
肥大化処理に際して、酸基含有共重合体ラテックス以外に無機塩を０．０１～５重量部併
用することも可能である。無機塩を添加することで肥大効果を向上させ、さらに大粒径の
肥大ゴムを得ることができる。無機塩としては、塩化ナトリウムや硫酸ナトリウムのよう
なアルカリ金属塩やカリミョウバンのような酸素酸塩が挙げられ、これらは単独又は２種
以上組み合わせて用いられる。
【００２１】
肥大処理時のｐＨは、アルカリサイド（即ち、ｐＨ７以上）にあればよいが、ｐＨ９以上
に調整した方が、肥大速度を向上させるので好ましい。ｐＨ調整には、水酸化ナトリウム
、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム等の１種又は２種以上の化合物
を適量加えてやればよい。
肥大化により得られたゴムの粒径は０．１～２μｍの範囲であり、好ましくは、０．２～
１μｍの範囲である。０．１μｍ未満では、衝撃性が低下し、また２μｍより大きいと、
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分散性が悪くなりやはり衝撃性の低下を招く。
【００２２】
以上の処理で得られた肥大化ゴムを用いたグラフト共重合体の製造は、通常の乳化重合法
で実施できる。即ち、肥大化ゴムラテックス１０～９０重量部の存在下にグラフト重合す
べき単量体あるいは単量体混合物９０～１０重量部を一括または連続的に添加し、ラジカ
ル発生重合開始剤によりグラフト重合してやればよい。
用いられる単量体は、芳香族ビニル単量体（Ｂｂ１）、シアン化ビニル単量体（Ｂｂ２）
、アルキル（メタ）アクリレート単量体（Ｂｂ３）から選ばれた少なくとも１種の単量体
とこれらの単量体と共重合可能なビニル単量体（Ｂｂ４）との混合物である。これらの芳
香族ビニル単量体、シアン化ビニル単量体、アルキル（メタ）アクリレート単量体、他の
共重合可能なビニル単量体は、いずれも単独又は２種以上組み合わせて用いられる。（Ｂ
ｂ１）～（Ｂｂ３）については、先に示した（Ｂａ１）～（Ｂａ３）と同様の化合物が用
いられる。
（Ｂａ４）については、アクリル酸、メタクリル酸等のビニルカルボン酸単量体、マレイ
ミド単量体、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート等のエポキシ基を含有
するビニル単量体等が挙げられる。
尚、（Ｂｂ１）～（Ｂｂ４）については上記式群を満たす必要がある。この範囲外では耐
衝撃性等の機械的性質の低下、流動性の低下等を生じる。
【００２３】
ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）は、上記共重合体（Ｂａ）とグラフト共重合体（Ｂｂ）と
から構成され、それぞれ２０～９５重量％、８０～５重量％からなる。これ以外の範囲に
おいては、耐熱性、流動性、耐衝撃性のバランスが悪くなり、本発明の目的とする熱可塑
性樹脂組成物は得られない。
【００２４】
本発明の熱可塑性樹脂組成物は、ポリカーボネート樹脂（Ａ）１０～９０重量部とゴム強
化スチレン系樹脂（Ｂ）９０～１０重量部とからなる。
ポリカーボネート樹脂（Ａ）の量が１０重量部より少ないとポリカーボネート樹脂の特徴
である耐衝撃性が付与されず、また９０重量部より多いと流動性が低下し成形性に劣る。
【００２５】
本発明の熱可塑性樹脂組成物は、ポリカーボネート樹脂（Ａ）、ゴム強化スチレン系樹脂
（Ｂ）を押出し機、ニーダー等で溶融混練して製造させることができる。
本発明の熱可塑性樹脂組成物は、通常よく知られた酸化防止剤、熱安定剤、滑剤はもとよ
り、必要に応じてＵＶ吸収剤、顔料、帯電防止剤、及び難燃剤、難燃助剤等を単独又は２
種以上組み合わせて使用することができる。特にポリカーボネート樹脂、スチレン系樹脂
に用いられるフェノール系抗酸化剤、ホスファイト系安定剤、ベンゾフェノン系、ベンゾ
トリアゾール系の紫外線吸収剤及び脂肪酸エステル、炭化水素系ワックス類等の内外滑剤
等は、本発明の熱可塑性樹脂組成物を成形用樹脂として、より高性能なものとするために
用いることができる。更に、弾性率等の機械的特性、耐熱性を向上させるために、ガラス
ファイバー、カーボンファイバー、炭酸カルシウム等の充填剤を１種又は２種以上組み合
わせて使用することもできる。
【００２６】
【実施例】
以下、本発明を具体的な実施例を示して更に詳細に説明するが、これら実施例は本発明を
限定するものではない。
尚、実施例中「部」は重量部を、「％」は重量％を示す。
以下の記載における略号は下記の物質を表す。
ＭＡＡ　　メタクリル酸
ＭＭＡ　　メチルメタクリレート
ＢＭＡ　　メタクリル酸ブチル
ＢＡ　　　アクリル酸ブチル
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Ｓｔ　　　スチレン
αＳｔ　　α－メチルスチレン
ＡＮ　　　アクリロニトリル
ＰＭＩ　　フェニルマレイミド
ｔＤＭ　　ターシャリードデシルメルカプタン
ＣＨＰ　　クメンハイドロパーオキサイド
ＰＢｄ　　ポリブタジエン
【００２７】
実施例１～９、比較例１～３
＜ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）の合成＞
（１）共重合体（Ｂａ）の合成
攪拌機及び冷却機付きの反応容器に窒素気流中で下記の物質を仕込んだ。
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５０　　　　　　部
ソジウムホルデアルデヒドスルホキシレート　　　０．４　　　　部
硫酸第一鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００２５　部
エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム　　　　　　０．０１　　　部
ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　　３　　　　　　部
窒素気流中で６５℃に加熱攪拌後、表１に示す割合（単位：％）の単量体混合物を開始剤
のキュメンハイドロパーオキサイド０．２部重合開始剤のターシャリードデシルメルカプ
タン０．５部とともに５時間かけて連続的に滴下添加した滴下終了後、更に６５℃で１時
間攪拌を続け、重合を終了した。
【００２８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２９】
（２）グラフト共重合体（Ｂｂ）の合成
（２－１）酸基含有共重合体ラテックスの合成
攪拌機、還流冷却器、窒素導入口、モノマー導入口、温度計の設置された反応器に以下の
物質を仕込んだ。
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００　　　　　　部
ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム　　　　　０．２　　　　部
ソジウムホルムアルデヒドスルホキシレート　０．４　　　　部
エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム　　　　　０．０１　　　部
硫酸第一鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００２５　部
反応器を攪拌しながら窒素気流下に６５℃まで昇温させた。６５℃到達後、表２に示す単
量体（単位：％）を連続的に６時間で滴下した。滴下速度は単量体１６．７部／時間の等
速追加とした。また、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウムを重合時間１時間目に０．４
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部、３時間目に０．４部追加した。滴下終了後、６５℃で１時間攪拌を続け、重合を終了
した。
【００３０】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３１】
（２－２）ポリブタジエンゴムの合成
攪拌機、還流冷却器、窒素導入口、温度計の設置された反応器に表３に示す物質（単位：
部）を仕込んだ。
【００３２】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
系の温度を６０℃まで昇温し、重合を開始した。重合は、１２時間で終了し、得られたゴ
ムラテックスの平均粒径はＰＢｄ４＝７０ｎｍ（０．０７μｍ）、ＰＢｄ５＝２８０ｎｍ
（０．２８μｍ）であった。
【００３３】
（２－３）肥大処理
ポリブタジエンゴムの肥大化を以下の様に行った。ポリブタジエンゴムラテックス（ＰＢ
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ｄ４）に酸基含有共重合体ラテックス（Ｓ－１）、（Ｓ－２）を表４に示す割合で２５℃
にて所定量（単位：部）添加後、攪拌しながら加温して６０℃まで昇温し、その温度で攪
拌を１時間行い肥大を完了させた。
【００３４】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３５】
（２－４）グラフト共重合体（Ｂｂ）の合成
攪拌機、還流冷却器、窒素導入口、モノマー導入口、温度計の設置された反応器に以下の
物質を仕込んだ。
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８０　　　　　　部
ゴム　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５に示す所定量
ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　２　　　　　　部
ソジウムホルムアルデヒドスルホキシレート　　０．２　　　　部
エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム　　　　　０．０１　　　部
硫酸第一鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００２５　部
反応器を攪拌しながら窒素気流下に６０℃まで昇温させた。６０℃到達後、表５に示す単
量体を連続的に４時間で滴下した。滴下終了後、６０℃で１時間攪拌を続け、重合を終了
した。
【００３６】
【表５】
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【００３７】
（３）ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）の製造
上記（１）で得られた共重合体（Ｂａ）と上記（２）で得られたグラフト共重合体（Ｂｂ
）のラテックスを表６に示す割合（固形分）で均一に混合し、フェノール系の抗酸化剤を
０．５部加え、塩化カルシウム２部加えて凝固した。凝固スラリーを水洗、脱水、乾燥し
、ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）を得た。
【００３８】
【表６】
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【００３９】
（４）熱可塑性樹脂組成物の製造
ポリカーボネート樹脂（Ａ）と上記ゴム強化スチレン系樹脂（Ｂ）とを表７に示す割合で
混合して熱可塑性樹脂組成物を製造した。
ポリカーボネート系樹脂（Ａ）としては、出光石油化学株式会社製のタフロンＦＮ２２０
０Ａ（登録商標）を用いた。
上記成分（Ａ）、（Ｂ）にヒンダードフェノール系抗酸化剤（チバガイギー株式会社製Ｉ
ＲＧＡＮＯＸ－３１１４）、ホスファイト系安定剤（旭電化株式会社アデカスタブＰＥＰ
－３６）を各々０．５部加えた後、表７に示した配合比でスーパーミキサーにて充分混合
攪拌した。次いで、これを日本製鋼所社製ＴＥＸ４４二軸型押し出し機にてペレット化す
ることにより、それぞれの樹脂組成物を得た。
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【００４０】
得られた樹脂組成物を熱風乾燥機を用いて１１０℃で５時間乾燥後、日本製鋼所社製Ｊ１
５０Ｅ－Ｐ射出成形機を用い、シリンダー温度２６０℃にて成形を行い、各種物性を下記
の方法で評価した。
耐熱性：
ＡＳＴＭ　Ｄ－６４８に基づき、１８．６ｋｇ／ｃｍ２ 荷重にて評価した。
衝撃強度：
ＡＳＴＭ　Ｄ－２５６に基づいて、２３℃、－３０℃にて、ＩＺＯＤ試験で評価した。
滞留熱安定性試験：
シリンダー温度２８５℃にて１０分間滞留し、滞留前及び滞留後の試験片（１／８インチ
バー）のＩＺＯＤ値（２３℃）にて評価した。
【００４１】
評価結果を表７に示す。酸基含有共重合体ラテックスにより肥大したポリブタジエンゴム
を使用した実施例は、いずれの場合も比較例よりも滞留による衝撃強度の低下が少ないこ
とが判る。
また、実施例３、５、６と比較例１（いずれもグラフト単量体はスチレン、アクリロニト
リル）、実施例７と比較例２（いずれもグラフト単量体はスチレン、メチルメタクリレー
ト）を比較すると、酸基含有共重合体ラテックスにより肥大化したゴムを用いた実施例の
方が衝撃強度が改善されていることが判る。
同様に、ほぼ同粒径のポリブタジエンゴムを使用した実施例６（肥大ゴム：３００ｎｍ）
と比較例３（未肥大ゴム：２８０ｎｍ）を比較すると、肥大化ゴムを用いた実施例６の方
が衝撃強度が改善されていることが判る。
【００４２】
【表７】
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【００４３】
【発明の効果】
上記したように、本発明の熱可塑性樹脂組成物は、耐衝撃性、耐熱性、成形加工性、滞留
熱安定性等に優れており、工業的に極めて有用である。
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